
認知症になっても自分らしく暮らそう！

認知症とは、様々な病気により、脳の神経細胞の働きが徐々に変化し、認知機能（記憶、判断力など）が低下して、社会生活に支障を来した状態をいいます。

「認知症だから何もわからない」は間違いです。それぞれの生活に合わせて、色々な方法を選択できるように資料を作りました。詳しい情報はそれぞれのページをご覧ください。

軽度認知障害（MCI）
認知症前期

誰かの見守りがあれば日常生活は自立

認知症 中期
日常生活に手助け・介助が必要

認知症 後期
常に介助が必要

・約束をよく忘れるよう

になる

・身だしなみや趣味への

関心がなくなる

・家族や友人との会話が

楽しめなくなる

・物忘れしている自覚がなくなり、同じものを何度も

買ってしまう、同じ話を繰り返す

・計算が苦手になり何でもお札で支払うため、小銭が

たまりやすい

・薬やお金の管理が難しくなったり、出不精で動かなく

なったりする

・調理などの複数の工程がある家事が難しくなる

・慣れた道でも迷うことがある

・食事をしたことを忘れてしまう

・季節やTPOに合わせた身だしなみが

できなくなる

・着替えや排せつが難しくなる

・言葉がうまく出なくなり、

人の話を理解するのが難しくなる

・尿意・便意を感じにくくなる

・歩行が不安定になる

・食事を自分で摂るのが難しい

・親しい人や家族の顔を認識

できないこともある

・会話がうまくいかなくなる
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「もしかして認知症かな…」と感じたら・・・医療機関に相談してみましょう（ｐ6-7）

今後に備えて、財産管理や権利のことを相談しておきましょう（ｐ23）

認知症の発症・進行予防、健康でいるためにできることがたくさんあります （ｐ13-16）

不安なことやこれからの生活について、理解してくれる仲間・パートナーに出会い、相談しましょう！（ｐ8-11）

安心できる住まいを考えましょう（ｐ22）

経済面で助けになる制度もあります（ｐ24-25）

住み慣れた地域で暮らし続けるために、介護や医療のサービスを利用する方法もあります（ｐ19-21）

安心して出かけるためのサポートがあります（ｐ17-18）

ご家族だけで悩まず、ぜひ相談してください（ｐ26） ご本人がなぜそのような行動をするのか考えてみると、安心できる環境のヒントが見つかるかもしれません

財産管理や権利のことで困ったら相談してください（ｐ23）

これからの暮らしを自分で考えてみましょう（ｐ12）

体験の一部ではなく、”体験（行動）したこと自体”を忘れてしまうのが特徴です

ご本人が教えてくれた想い

「認知症を打ち明けたら地域の皆さんがよそよそしくなった…。

普通に接してくれたらうれしい。」

３ 4


